
平成28年度北上市新事業創出支援事業補助金　事業実績

件数：６件　　　交付額：4,341,000円

No. 氏名 製品写真

No. 氏名 製品写真

株式会社オーテック

2

1

有限会社アルバ

成果

成果品：
『粉末シイタケ』
成果品概要：商品価値の低いシイタケを乾燥させ、粉末化した調
味料

概要：
形状不良、目引き品等商品価値の低いシイタケを乾燥させ、粉末
化した「粉末シイタケ」を開発し、成分分析及びパッケージ化等した
うえで販売。
家庭用調味料（出汁）として開発したが、商談会に出展したところ、
新たな活用法の提案もあり、販路開拓の足掛かりになった。
商品は市内産直等で販売しているほか、生シイタケと組み合わ
せ、ふるさと納税の返礼品として提供している。

問合せ先：
株式会社オーテック　代表取締役　小原　勝久
　電話：0197-71-5211
　HP：http://oteck.jp/index.html

成果

成果品：
『米油とえごまのマヨネーズ風ソース』
『米油とえごま葉のマヨネーズ風ソース』
成果品概要：えごまを粉末化し加工したマヨネーズ風ソース

概要：
えごまを加工したマヨネーズ風ソース2種類を開発。
粉末化したえごまや米油を使用するなど、健康を重視した商品。
商談会出展の際は、来場者から好評を得た。
主に食品の機能性を重視する顧客からニーズがある。
商品は市内の産直で販売しているほか、平成29年４月からはふる
さと納税の返礼品として提供。

問合せ先：
㈲アルバ　代表取締役　高橋　一男
　電話：0197-71-7285
　HP：https://www.egoma-iwate.com/

事業内容

えごま及びえごま葉と米油のマヨネーズ風
ソースの開発と販売

事業内容

商品価値の低いシイタケの粉末（調味料等
の材料）への加工
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No. 氏名 製品写真

口内産プルーンを利用した発酵プルーンの
試作開発

本格イタリアンレストラン「トレモロ」の開業

成果品：
『リストランテ　トレモロ』の開業
成果品概要：本格イタリアンレストランの開業

概要：
コース料理を主体に、自家製ジェラートや種類豊富なパスタ、オー
プンキッチンを活かしたサービスを提供する本格イタリアンレストラ
ン「リストランテ　トレモロ」を開業。
オープンキッチン化により料理の過程を見せ、スタッフと会話する
など、イタリア料理の魅力や食の安心と安全を伝える工夫を行って
いる。
週２～３回来店するリピーターや親子連れ、ビジネスランチの利用
等、客層が幅広いうえ用途が多様であり、ターゲットを狭めないこと
が集客につながっている。

問合せ先：
リストランテ　トレモロ　小石川　友樹
　電話：0197-72-6672
　HP：https://www.ristorante-tremolo.com/

リストランテ　トレモ
ロ
小石川　友樹

事業内容

成果

4

成果

成果品：
『発酵プルーン』
成果品概要：口内産プルーンを発酵させた商品

概要：
口内で生産されたプルーンを加工・販売するため、試作品をパッ
ケージ化し、商談会にも出展。他産地との差別化を図るためにも、
全国的に商品化の例が少ない「発酵プルーン」の商品開発に着手
したもの。
試作の結果、ノウハウが蓄積し、製造可能量を把握することができ
た。
市内産直ではロスなく販売できたほか、東京におけるテスト販売で
は予想以上の高評価を得た。

問合せ先：
口内プルーン加工グループ　菅野　良和
　電話：0197-69-2200

口内プルーン加工グ
ループ

3

事業内容
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自社開発した「自動箔押し機」を活用した新
事業創出

事業内容

成果

6

成果

成果品：
『自動箔押し機』（試作）
成果品概要：幅広い素材へオリジナルデザインマークを箔押しでき
る自動箔押し機の試作、改良

概要：
約10年前から自動箔押し機の開発に着手していたが、本事業活用
により、本格的に試作品の製作及び販路開拓に成功。
他社製品では箔押しのために型が必要だが、自社開発製品はホ
ルダー（ペン先）を搭載したため、コンピュータでデザインした複雑
なマークも型なしで印刷可能。また、自動車のシートや皮革のカバ
ン、衣類など幅広い素材に印刷できる。
本事業を活用し試作・改良した結果、試作器及びペン先について
合計２件の商談が成立し、売上が向上した。

問合せ先：
㈲日三エンジニアリング　代表取締役　渡辺　雅博
　電話　0197-65-2195

5

有限会社日三エンジ
ニアリング

成果品：
『救命救急医療用ストレッチャーラック』（デモ機）
成果品概要：自社開発したオーダーメイドの救命救急医療用スト
レッチャーラック

概要：
救命救急医療用ストレッチャーラックの販路開拓に資するため、デ
モ機の製作、特許出願、複数の展示会への出展等を実施。
従来のストレッチャーラックにはなかったラックを装着したことで複
数の備品が装着可能となったほか、少人数での使用が可能となっ
た。
実証実験や展示会ではユーザーニーズを把握できたほか、参加
者からは好評を得た。

問合せ先：
富士善工業株式会社　代表取締役　千田　富士夫
　電話：0197-67-2311
　HP：http://www2.ocn.ne.jp/~fyk/

事業内容

自社開発製品「救命救急医療用ストレッ
チャーラック」の販路開拓

富士善工業株式会
社


